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Abstract– In recent years, using the Internet, composers can easily obtain reference
music without purchasing CDs. In this research, music being composed is referred to as
reference music. It is difficult for novice composers who are unaccustomed to retrieving
music to obtain reference music because novice composers must listen to a lot of music
at random. Novice composers are unaware of many artists composing music of various
genres or moods because they have little experience listening to music. Therefore, herein,
a music retrieval system was proposed that uses the mood of the music that the composer
wants to create. The proposed system utilizes the Spotify API music analysis data and
selects the available attributes as mood from the obtained data. Experiments confirmed
that the selected data are suitable for the user’s intuition. The proposed system easily
enables novice composers to obtain reference music.
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本節では, 本論文の論文構成について述べる. 第 1 章では, 本研究の背景と目的を述べた.
第 2章では関連研究について述べる．第 3章では提案手法について述べる．第 4章では本研
究で行った実験と考察について述べる．第 5章ではまとめと今後の展望について述べる．
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Proposal of Music Retrieval System Using Mood 3. 提案手法
表 3.1 楽曲の音声解析データ
楽曲名 アーティスト名 danceability energy valence
楽曲 A アーティスト A 0.202 0.853 0.177
楽曲 B アーティスト B 0.943 0.255 0.378

















BA thesis, Future University Hakodate
8
Proposal of Music Retrieval System Using Mood 3. 提案手法
図 3.1 ユーザインターフェース





















Spotify APIとは，Spotify Data Catalogueから音楽アーティスト，アルバム，およびト
ラックに関する JSON メタデータを返す事が出来るWeb API である [9]．Spotify API で
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ンジンを実装する C言語ライブラリである [13]．SQliteは sqlite3という Pythonのライブ










Pythonで Spotipyを用いて Spotify APIのデータに接続し，楽曲アーティスト名を検索
することで，そのアーティストの人気上位の 10曲の本実験で用いるデータを SQliteを用い
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Proposal of Music Retrieval System Using Mood 4. 実験と考察
てデータベースを作成するプログラムを作成した．この作成したデータベース内のテーブル
上には音楽アーティスト名とその ID，トラック名とその ID，および楽曲解析データが格納
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どうかの信頼度を表した数値)，loudness(トラックの平均 dB が Spotify 上で提供している
トラック全体の平均 dB との差を表した数値) を利用不可能とした．3 つ目の手順により，
speechiness(トラック内の話し言葉の存在を表した数値) を利用不可能とした．4 つ目の手
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験者 A，被験者 B，被験者 C，被験者 Dとする．本実験では雰囲気という定性的なものを扱
うため，量よりも質を重視したデータを集めることが重要である．そのため，被験者は 4名
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Proposal of Music Retrieval System Using Mood 4. 実験と考察
表 4.4 実験で用いる楽曲種
曲種番号 danceability energy valence
1 大 中 中
2 中 不問 不問
3 小 中 中
4 中 大 中
5 不問 中 不問
6 中 小 中
7 中 中 大
8 不問 不問 中
9 中 中 小





















BA thesis, Future University Hakodate
15





問 1 それぞれの属性の値が平均以上の楽曲 3曲とどの属性の値も平均の楽曲 1曲の全 4曲
を聴いてもらいます．属性の値が平均以上の楽曲 3曲を選んで，どの属性が平均以上
の楽曲であるか 1，2，3でお答えください．
問 2 それぞれの属性の値が平均以下の楽曲 3曲とどの属性の値も平均の楽曲 1曲の全 4曲
を聴いてもらいます．属性の値が平均以下の楽曲 3曲を選んで，どの属性が平均以下
の楽曲であるか 1，2，3でお答えください．
問 3 danceability(踊りやすさ)に特徴のある楽曲 3曲を聴いてもらいます．3曲の dance-
ability(踊りやすさ)の値の大小関係を 1，2，3でお答えください．
問 4 energy(エネルギッシュ度) に特徴のある楽曲 3 曲を聴いてもらいます．3 曲の en-
ergy(エネルギッシュ度)の値の大小関係を 1，2，3でお答えください．
問 5 valence(ポジティブ度)に特徴のある楽曲 3曲を聴いてもらいます．3曲の valence(ポ
ジティブ度)の値の大小関係を 1，2，3でお答えください．
各問題の設定およびその意図は以下のとおりである．














問 4 曲種番号 4,5,6の全 3曲を聴かせる．3曲の energyの値の大小関係を答えてもらう．
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表 4.5 回答欄 1
danceability(踊りやすさ) energy(エネルギッシュ度) valence(ポジティブ度)
表 4.6 回答欄 2
> >
4.4.3 実験結果
実験結果は以下の様になった．また，正誤結果を表 4.7 表 4.8 表 4.9 表 4.10 表 4.11 に
示す．
• 問 1の回答は被験者 Aは曲順番号 3，1，4被験者 Bは曲順番号 3，1，2被験者 Cは
曲順番号 3，1，2被験者 Dは曲順番号 3，1，2となった．
• 問 2の回答は被験者 Aは曲順番号 3，4，1被験者 Bは曲順番号 3，1，4被験者 Cは
曲順番号 3，4，1被験者 Dは曲順番号 3，2，1となった．
• 問 3の回答は被験者 Aは曲順番号 3，1，2被験者 Bは曲順番号 3，1，2被験者 Cは
曲順番号 1，2，3被験者 Dは曲順番号 3，1，2となった．
• 問 4の回答は被験者 Aは曲順番号 2，3，1被験者 Bは曲順番号 2，3，1被験者 Cは
曲順番号 2，3，1被験者 Dは曲順番号 2，3，1となった．
• 問 5の回答は被験者 Aは曲順番号 1，2，3被験者 Bは曲順番号 1，2，3被験者 Cは
曲順番号 1，2，3被験者 Dは曲順番号 1，2，3となった．
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Proposal of Music Retrieval System Using Mood 4. 実験と考察
表 4.7 問 1正誤表
被験者 A 被験者 B 被験者 C 被験者 D
曲種番号 1 正 正 正 正
曲種番号 4 正 正 正 正
曲種番号 7 誤 正 正 正
表 4.8 問 2正誤表
被験者 A 被験者 B 被験者 C 被験者 D
曲種番号 3 誤 誤 誤 誤
曲種番号 6 誤 正 誤 誤
曲種番号 9 誤 誤 誤 誤
表 4.9 問 3正誤表
被験者 A 被験者 B 被験者 C 被験者 D
大 正 正 誤 正
中 誤 誤 正 誤
小 誤 誤 誤 誤
表 4.10 問 4正誤表
被験者 A 被験者 B 被験者 C 被験者 D
大 正 正 正 正
中 正 正 正 正
小 正 正 正 正
表 4.11 問 5正誤表
被験者 A 被験者 B 被験者 C 被験者 D
大 正 正 正 正
中 正 正 正 正
小 正 正 正 正
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Proposal of Music Retrieval System Using Mood 4. 実験と考察
4.4.4 考察
問 1 の回答に関しては，被験者 A は曲種番号 7 と曲種番号 10 の判断を間違えたが，他
の被験者は全問正解した．問 2 の回答に関しては，被験者 B が曲種番号 6 のみ正解した
が，それ以外の曲種番号は全員判断を間違えた．問 3 の回答に関しては，被験者 C 以外が
danceability(踊りやすさ)の値が最も高い曲を当てることが出来たがそれ以下の判断は全被
験者が間違えた．問 4と問 5の回答に関しては，全被験者が全問正解した．
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